
４  特集　あなたに合った「ワークライフバランス」見つけましょう

８  高校生議会 2013 ～庄原をイメージしよう～

10　「庄原市林業振興計画」を策定

12　平成 25 年度自治振興区活動促進補助金事業採択

14　「君のいる町」テレビアニメ化でコラボ事業

15　ハートネットＴＶ公開録画観覧募集

16　　庄原市職員募集

17　庄原市奨学金返還免除制度手続き

　　住宅・土地統計調査を実施します

18　石原和幸さんプロデュースガーデンが完成

　　県立広島大学研究開発助成事業新規研究課題が決定

19　シリーズ100 歳まで楽しめる野菜づくり

　　安心・安全な毎日のために　　

20　市政トピックス

22　カメラレポート

25　健康広場　

26　お知らせ

２　庄原夏まつり

9

第33回庄原よいとこ祭が８月24日・25日、庄原小学校をメーン会場に開催。当
日はあいにくの雨になり、イベントが一部中止となりましたが、開催されたイ
ベントは多くの人でにぎわっていました。写真は大紙相撲大会。
（関連記事２～３ページ）
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「
ラ
イ
フ
（
＝
人
生
や
生
活
）」

の
中
で
「
ワ
ー
ク(

仕
事)

」が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、生
き
が
い
や
喜

び
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、人
生
や
生
活

の
中
の
大
切
な
一
部
で
す
が
、同
時
に
、家

事
・
育
児
、近
隣
と
の
付
き
合
い
な
ど
の
生

活
も
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
す
。「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」と
は
、

日
本
語
で
言
う
と
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」。

こ
れ
は
仕
事
と
生
活
に
費
や
す
時
間
を
半
々

で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
で
も
な
く
、ま
た
、

片
方
を
選
ぶ
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
憲
章(

内
閣
府)

に
よ

る
と
「
国
民
一
人
一
人
が
や
り
が
い
や
充
実

感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、仕
事
上
の
責
任
を

果
た
す
と
と
も
に
、家
庭
や
地
域
生
活
な
ど

に
お
い
て
も
、子
育
て
期
、中
高
年
期
と
い
っ

た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方

が
選
択
・
実
現
で
き
る
社
会
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。

子
育
て
は
地
域
社
会
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

～
イ
ク
メ
ン
ブ
ー
ム
の
中
で
～

　　

父
親
の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
の
小

崎
恭
弘
さ
ん
が
６
月
23
日
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
男
性
の
生
き
方
の
視
点
で
講
演

し
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
現
在
は
イ
ク
メ
ン
ブ
ー
ム
で
す
。こ
の

イ
ク
メ
ン
と
は
、単
に
子
育
て
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、主
体
的
に
子
育
て
を
行
い
、楽

し
み
、マ
マ
と
子
ど
も
と
一
緒
に
家
族
を
つ

く
っ
て
い
く
覚
悟
と
責
任
の
あ
る
父
親
を
指

す
言
葉
で
す
。イ
ク
メ
ン
や
イ
ク
ジ
イ(

イ

ク
メ
ン
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と)

が
増
え
て

き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、男
性
自

身
も
幸
せ
の
価
値
観
が
変
わ
り
、家
族
と
の

時
間
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。父
親
も
子
育
て
の
場
に
参

加
す
る
こ
と
で
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
が

生
ま
れ
ま
す
。子
ど
も
が
豊
か
に
生
き
て
い

け
る
社
会
は
誰
に
と
っ
て
も
よ
い
社
会
に
な

り
ま
す
。子
ど
も
は
私
た
ち
の
未
来
で
あ
り
、

彼
ら
を
守
り
育
て
る
こ
と
は
未
来
を
守
り
育

て
る
こ
と
。そ
れ
が
で
き
る
の
は
地
域
社
会

だ
け
で
す
」。

　

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、家
族
と
い
う

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、「
自
分
の
人
生
を
ど

う
生
き
る
か
」を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

女性児童課女性子ども支援係　
☎０８２４－７３－００５１

あなたにとって「働く」とはどういうことですか？
少し立ち止まって考えてみませんか？社会を持続可能で確かにする  ための取り組みが必要

仕事と生活の調和の推進

明日への投資

家族で作るキャラ弁教室

あなたに合った

見つけましょう

ワークライフバランス
Let's find the work-life balance that fitted you

あなたに合った「ワークライフバランス」見つけましょう

特集

特集

働き方の見直しが、生産性の向
上や競争力の強化につながる

※しっかり働き、豊かに暮らせる社会

現在の「働くこと」を取り巻く状況

これから目指すべき社会

経済的自立が困難

正社員以外の若者の増加

就労による経済的自立

正社員は長時間労働

健康で豊かな生活

共働き世帯の増加

多様な働き方・生き方の選択

家族との団らんが困難・過労

働く人が、将来への不安を抱えたり、豊かさを実感できない

社会の活力の低下、少子化のさらなる進行

育児や介護との両立が困難

始めてみようわたしの
「ワークライフバランス」

職場や家族で話を
する機会をつくる

１週間に１度は
ノー残業デイ

月に１回は
ご褒美休暇

ちょっと
早起きして
農作業

１日１回は
家族と一緒に
ご飯を食べる

有給休暇を
利用して
子どもの
行事に参加

家族全員で
当番を決めて
家事を分担

同僚の仕事を
手伝ってみる

習い事を始める

仕事に役立つ
資格を取る

ママ友、パパ友、
じじ友、ばば友
をつくる

記念日をつくる

子育てサービスや
介護サービスを
利用してみる

自分の職場の
制度を知る

疲れた時は
休暇をとって
休養する

「ありがとう」
と言ってみる

こんなところから
始めてみませんか？

月１回は子どもをみ
てもらって女子会へ

出典：仕事と生活の調和の実現のために
（内閣府パンフレット）

※

「 仕 事 と 生 活 の 調 和 」が求められる 理 由
33 33

仕事

相乗効果・好循環

家庭や私生活

◆ワークライフバランスのイメージ◆

   work      -      life balance
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社
会
福
祉
法
人
優
輝
福
祉
会
（
熊
原
保

理
事
長
）は
、「
あ
な
た
が
輝
け
ば
、わ
た
し
も

輝
く
」を
基
本
理
念
に
、高
齢
者
介
護
事
業
所

な
ど
を
運
営
し
て
い
ま
す
。職
員
一
人
一
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
輝
き
を
、職
場
の
中
や

利
用
者
な
ど
、か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
に
広

げ
て
い
く
こ
と
が
理
念
の
実
現
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
、職
場
環
境
の
整
備
を
進
め
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
策
定
し
た「
一
般
事
業
主
行

動
計
画
」期
間
内
に
、男
性
１
人
、出
産
女
性

８
人
全
員
が
育
児
休
業
を
取
得
し
た
こ
と
に

よ
り
、平
成
24
年
に
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業

と
し
て
厚
生
労
働
省
に
認
定
さ
れ
、「
次
世
代

認
定
マ
ー
ク
く
る
み
ん
」を
取
得
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、メ
モ
リ
ア
ル
休
暇
（
結
婚
記
念
日
・

誕
生
日
・
入
学
式
・
法
事
な
ど
の
記
念
日
休

暇
）を
年
に
２
回
以
上
取
得
す
る
こ
と
を
促

進
す
る
な
ど
の
計
画
を
平
成
24
年
９
月
に
策

定
し
、「
広
島
県
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
企

業
」に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
25
年
３
月

の
時
点
で
、取
得
率
60
％
以
上
の
実
績
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
私
た
ち
は
出
産
を
自
宅
で
行

い
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
当

然
家
族
の
不
安
も
負
担
も
大
き
い
の
で
、

私
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
は
自
然

な
こ
と
で
し
た
。
家
族
と
出
産
、
産
後
に

立
ち
会
え
た
こ
と
で
、
出
産
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
し
、
子
育
て
や
家
事
全
般
を
行
う
こ

と
で
、
子
ど
も
の
成
長
を
そ
の
都
度
発
見

で
き
た
こ
と
や
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
子
ど
も
と
過
ご
せ
て
、
父
親
と
し
て
自

分
自
身
成
長
で
き
た
期
間
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
も
、
職
場
に
育
児
休
暇
制
度

が
あ
っ
た
こ
と
、
相
談
し
た
当
時
の
職
場

か
ら
も
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
市
内
の
企
業
を
ご
紹
介

育
休
期
間
は

父
親
と
し
て
成
長
で
き
た
時
間

社会福祉法人　優輝福祉会
優輝福祉会が運営する
事業所内保育所を利用するママの声

育児休業を取得した

　延
の ぶ は ら

原　大
だ い す け

輔 さん

Ｈ23年７月～８月の２カ月間取得
Ｈ25年７月15日～31日の間取得

　
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」を
テ
ー
マ

に
、「“
あ
り
が
と
う
”は
魔
法
の
言
葉
（
じ
ゅ

も
ん
）～
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク 

楽
々
ラ
イ
フ

～
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
開
催
し
た
今

年
の
笑
腹
フ
ェ
ス
タ
。家
族
で
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、来
場
者
と
一
緒
に
楽

し
く
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。

　

家
族
へ
の
感
謝
の
言
葉
“
あ
り
が
と
う
”

の
花
を
咲
か
せ
よ
う
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、小

さ
な
子
ど
も
か
ら
中
高
年
の
方
ま
で
が
多
く

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
づ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
」。職
場
の
状
況
を
全
国
や
庄

原
市
の
デ
ー
タ
か
ら
見
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、県
内
の
「
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
支
援
」や
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。笑

腹
フ
ェ
ス
タ
の
写
真
や
あ
り
が
と
う
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

笑腹フェスタ運営委員長　古
ふるかわ

川  由
よし き

紀  さん

笑腹フェスタ運営委員長　八
やたがい

谷るりこ さん

　「笑腹フェスタ」は若い夫婦や子どもたちのお祭りの
ようで、とても楽しい１日でした。今回は特に男性の役
割・生き方を主なテーマとして、仕事と家庭、地域活動
などのバランスをいかにとってお互いに尊重し合える社
会が形成できるかを学びました。“ありがとう”の感謝
の言葉（じゅもん）を多く唱えることで、成熟した豊か
な社会が実現できるよう願っています。

　当日は雨が降る中、たくさんの方に足を運んでいただ
き、にぎやかで楽しい 1 日となりました。男女共同参画
と聞くと何か難しいことのように捉えがちですが、気軽
に参加できる「笑腹フェスタ」は男女共同参画を身近に
感じられるイベントだと思います。男性、女性にこだわ
らず、自分で出来ることをやっていくことが大切だと思
いました。

ありがとうのメッセージを書く子どもたち

笑腹市に集う人

講演会にも多くの人

事業所内保育所の様子

お互いに尊重し合える社会形成を学んだ

性別にこだわらず自分でできることを

土日でも子どもを連れて働けること、
ガラス越しに様子が分かること、子ど
もに働いている母の姿を見てもらえ
るのがとても良いです。スタッフも子
育て中のママなので、育児の話がお互
い出来ることなども魅力的です。

（レストラン厨房兼ホールスタッフ、
5 歳と6 歳の子を持つ35 歳の女性）

自然の中で伸び伸びと成長する子ど
もの声を聞いたり、様子を垣間見るこ
とができ、仕事中でもほっとすること
ができます。子どもが近くにいること
で、頑張ろう！という気持ちも湧いて
きます。

（事務職、３歳の子を持つ
32 歳の女性）

取
り
組
み
内
容

①
男
性
も
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
よ

う
、管
理
職
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
の
た
め
、

理
事
長
か
ら
全
職
員
に
通
達
。

③
職
員
が
子
育
て
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き

る
よ
う
事
業
所
内
保
育
施
設
を
設
置
。

広
島
県
北
部
で
初
！

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
の
証

「
次
世
代
認
定
マ
ー
ク“
く
る
み
ん
”」を
取
得

“
あ
り
が
と
う
”の
花
が
咲
い
た

　

男
女
共
同
参
画
週
間
事
業

「
笑し

ょ
う
ば
ら腹

フ
ェ
ス
タ
」

あなたに合った「ワークライフバランス」見つけましょう特集

期　間 会　場

9/4（水）～10（火） 西城しあわせ館

9/12（木）～19（木） 市役所本庁
１F 市民ホール

9/24（火）～30（月） 高野支所ホール

10/2（水）～8（火） 口和支所ロビー

10/10（木）～16（水） 総領支所ホール

※平日のみ
※比和、東城会場はすでに終了しています。

市
内
７
地
域
を
巡
回
す
る

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展
開
催
中
！

（優輝福祉会の概要）
所在地　：庄原市総領町中領家 476 番地
事　業　：高齢者および障害者介護事業所、
　　　　　障害者就労支援事業所を運営
代表者　：熊原　保　理事長
従業員数：293 人（うち男性97人、女性196人）

Let's find w
ork-life balance
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西
城
分
館
は
建
物
が
老
朽
化
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
も
な
く
開
館
時
間
も

短
い
。子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

も
っ
と
快
適
に
利
用
で
き
る
図
書
館

を
強
く
望
む
。今
後
の
分
館
運
営
や

図
書
整
備
計
画
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　

私
た
ち
は
環
境
工
学
科
で
環
境
の

こ
と
を
学
ん
で
い
る
が
、庄
原
市
の

環
境
対
策
の
取
り
組
み
を
教
え
て
ほ

し
い
。特
に
森
林
保
護
に
つ
い
て
情

報
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

　

東
城
応
援
隊
が
毎
年
協
力
し
て
い

る
「
お
通
り
」は
市
外
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
華
や
か
な
行
事
。し
か
し
、こ

の
行
事
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。ぜ

ひ
市
を
あ
げ
て
お
通
り
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
交
付
は
市

役
所
本
庁
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。最
低
２
往
復
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
大
変
。支
所
な
ど
で
も
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
と
交
付
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

バ
ス
停
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
待
つ

と
き
に
、特
に
冬
場
の
帰
り
の
時
間

帯
は
暗
く
、灯
り
も
な
い
。親
も
心
配

し
て
い
る
の
で
、安
全
に
安
心
し
て

バ
ス
が
待
て
る
よ
う
、バ
ス
停
に
外

灯
の
設
置
を
望
む
。

　

将
来
、理
学
療
法
士
に
な
り
、生
ま

れ
育
っ
た
庄
原
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
が
、医
師
・
看
護
師
な
ど
と

違
い
奨
学
金
が
出
な
い
と
聞
く
。医

療
従
事
者
奨
学
金
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　

平
成
22
年
に
発
生
し
た
ゲ
リ
ラ
豪

雨
災
害
の
復
旧
対
策
の
取
り
組
み
状

況
を
教
え
て
ほ
し
い
。ま
た
、今
後
土

砂
崩
れ
な
ど
が
起
こ
っ
た
場
合
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

若
い
人
に
魅
力
あ
る
町
に
す
る

た
め
、昨
年
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
セ
ッ
ト
ス
ト
ッ
ク
」は
、庄
原
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
。今
年
は
未
開
催
だ
っ
た
が
こ
れ

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

図
書
館
の
入
口
は
暗
く
、看
板
が

小
さ
く
わ
か
り
に
く
い
。改
善
で
き

な
い
か
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
の
ほ
か
、ど
の
よ
う
な
利
用

方
法
が
あ
る
の
か
。

　

他
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
動
画

な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

る
。本
市
で
も
同
様
に
し
て
ほ
し
い
。

　

本
庁
へ
は
バ
ス
利
用
な
ど
経
費
が

必
要
。少
し
で
も
負
担
が
減
る
よ
う
、

無
料
送
迎
バ
ス
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　

理
学
療
法
士
が
行
う
リ
ハ
ビ
リ

は
、高
齢
者
の
多
い
庄
原
に
と
っ
て

大
切
な
職
種
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

災
害
復
旧
の
状
況
、災
害
防
止
対

策
な
ど
私
た
ち
の
命
が
守
ら
れ
て
い

る
の
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　

若
者
の
海
外
留
学
に
よ
り
強
い
支

援
を
。そ
こ
で
得
た
知
識
や
経
験
は
、

庄
原
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
は
ず
。

高校生議会2013
　庄原青年会議所が主催する「高校生議会２０１３」が８月２日、庄原市議会本会議場で開催され、
市内の４高校の生徒 17 人が参加した。
　同会議所が高校生議会を開催するのは 10 年ぶり。議長役、事務局長役もすべて高校生が務め、
市議会本議会さながらの雰囲気と緊張感のなか、生徒たちは気後れすることなく、まちづくりへの
思いを質問に込めた。市側は木山耕三市長ら 18 人が出席し答弁を行った。（内容は一部抜粋）

～庄原をイメージしよう～
High school student assembly 2013
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問

問

問

問

問

問 問

問

問

問

問

問

問 問

問

市
立
図
書
館
西
城
分
館
に
つ
い
て

環
境
汚
染
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
お
通
り
」
に
つ
い
て

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
つ
い
て

バ
ス
停
の
整
備
に
つ
い
て

理
学
療
法
士
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

庄
原
の
活
性
化
の
た
め
に

岡
おかざき

崎 円
ま ど か

香さん
（西城紫水高２年）

奥
お く だ

田　悠
ひさし

さん
（庄原実業高２年）

藤
ふ じ い

井 真
し ん じ

二さん
（東城高２年）

田
た な べ

邊 敬
よしゆき

普さん
（東城高２年）

森
もりかわ

川　楓
かえで

さん
（西城紫水高２年）

永
な が と

戸 貴
たかひろ

大さん
（庄原格致高１年）

柳
や な べ

部 正
ま さ き

樹さん
（庄原実業高２年）

安
やすひろ

広 修
しゅうへい

平さん
（庄原格致高２年）

松
ま つ き

木 直
なおゆき

幸さん
（西城紫水高２年）

曽
そ ね

根 祐
ゆ う き

記さん
（庄原実業高２年）

赤
あ か ぎ

木 美
み さ と

里さん
（東城高２年）

近
こんどう

藤 由
ゆ い

衣さん
（東城高２年）

原
はら

　大
だ い ち

智さん
（庄原格致高２年）

鉄
かなはら

原 珠
た ま み

実さん
（庄原実業高２年）

光
みつなが

永 隼
しゅんや

也さん
（庄原格致高２年）金

か ね こ

子 崇
たかふみ

文さん
（庄原格致高２年）

斉
さいもり

森 大
だいすけ

助さん

庄原青年会議所　理事長

丸
ま る た

田 竜
たつひろ

大さん
（庄原実業高２年）

　貴重な体験をさ
せ て い た だ い た。
最初は緊張し、難
しい仕事だと感じ
ていたが、徐々に
慣れてうまくでき
たと思う。こういっ
た機会がまたあれ
ば、積極的に参加
していきたい。

　まちづくりは人づくりです。今回のように、若い人の
意見を取り入れながら進めていける事業を増やしていき
たい。それは将来を担う子どもたちの未来のためですし、
自分たちができることを常に考えていきたいと思ってい
ます。緊張していた生徒も追質問では、とても鋭い質問
をしていました。質問に対する答弁もきちんとしていた
だけ、生徒たちも自分たちが思っていた以上のものを持
ち帰ってくれたのではと思っています。この事業を通じ
て、これからの庄原市、自分たちの未来について考える
きっかけになってくれればうれしいです。今後も継続し
てこうした事業に取り組んでいきます。

　初めはかなり緊
張して、失敗する
か も し れ な い と
思っていたが、後
半は落ち着いてで
きた。こうした経
験はなかなかでき
ないので、この経
験を今後に生かし
ていきたいと思う。

議長役 事務局長役

  　広報しょうばら｜２０１３．９月号｜ 8 9｜２０１３．９月号｜広報しょうばら



チ
ッ
プ
業
者
な
ど

無回答・その他 10
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213

大気を浄化したり、騒音をやわらげる

山崩れや洪水などの災害を防止する

二酸化炭素を吸収することにより地球温暖化防止に貢献

水資源を蓄える

木材を生産する

貴重な野生動植物の生息の場を提供する

きのこや山菜などの林産物を生産する

景観を形成する

自然に親しむなど、野外における環境教育の場を提供する

保健休養などのレクリエーションや癒やしの場を提供する

本
市
の
総
面
積
12
万
４
６
６
０
㌶
の
う

ち
約
84
％
、10
万
４
８
６
３
㌶
を
森
林

が
占
め
て
お
り
、戦
後
、木
材
の
需
要
が
高

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
い
っ

た
人
工
林
を
造
成
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
が

徐
々
に
伐
採
期
を
迎
え
、木
材
と
し
て
利
用

可
能
な
木
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、国
産
原
木
価
格
は
低
迷
し
、住
宅

建
設
件
数
も
減
少
す
る
な
ど
、林
業
・
木
材
産

業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、森
林
の
多
面
的
機

　

本
市
は
、平
成
22
年
７
月
に
発
生
し
た
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
山
地
崩
壊
を
経
験
し
、森

林
の
多
面
的
機
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
認

識
し
ま
し
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
、温
暖

化
や
土
砂
災
害
の
防
止
、保
水
・
貯
水
な
ど

の
機
能
に
、期
待
や
関
心
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

持
続
可
能
な
資
源
活
用
や
林
業
経
営
だ
け

で
な
く
、水
源
の
確
保
や
土
砂
災
害
の
防
止

を
図
る
た
め
、森
林
の
適
切
管
理
や
秩
序
あ

る
施
業
（
伐
採
や
造
林
な
ど
）に
向
け
た
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
●
　

　
森
林
資
源
の
維
持
・
循
環
活
用
を
図
る
。

①
皆
伐
（
対
象
区
画
の
木
を
全
部
伐
採
）後

の
再
造
林
や
適
切
な
更
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成

②
市
独
自
の
再
造
林
支
援

③
皆
伐
作
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

④
地
域
実
情
に
応
じ
た
森
林
整
備
計
画
の
見

直
し　
　

な
ど

　

適
切
な
齢
級
構
成（
※
）を
維
持
し
、次
世

代
に
つ
な
が
る
森
林
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、主
伐(

更
新
伐)
・
植
林(

再
造
林)

・

育
林(

保
育)

・
間
伐
と
い
う
作
業
循
環
を
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、素
材
生
産
の
た
め
の
基

盤
づ
く
り
を
行
い
ま
す

●
施
策
●　

　

団
地
の
形
成
や
適
正
に
施
業
実
施
す
る
た

め
の
基
盤
づ
く
り
を
図
る
。

①
境
界
の
明
確
化
、作
業
路
な
ど
の
路
網
整

備
を
推
進
す
る
。

②
施
業
地
を
集
約
化
・
団
地
化
す
る
森
林
経

営
計
画
の
策
定

③
機
械
化
へ
の
支
援　
　

な
ど

　

本
市
の
原
木
が
価
格
競
争
力
を
持
ち
流
通

す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、森
林
所
有
者
に
利

益
が
還
元
さ
れ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

地
元
産
材
が
活
用
さ
れ
、消
費
さ
れ
る
よ
う
、

ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
の
整
備
と
運
営
、公
共

建
築
物
な
ど
の
木
造
・
木
質
化
、公
共
施
設

へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
●
　

　

市
内
の
多
様
な
原
木
を
効
率
的
に
流
通
さ

せ
、コ
ス
ト
軽
減
を
図
る
。

①
原
木
の
集
積
場(

中
間
土
場)

の
設
置
な

ど
、流
通
へ
の
支
援
策
を
検
討　
　

な
ど

　

森
林
や
林
業
に
関
す
る
情
報
提
供
、技
術

研
修
の
開
催
、間
伐
材
な
ど
の
搬
出
支
援
、松

や
ナ
ラ
枯
れ
対
策
、作
業
道
の
整
備
や
侵
入

竹
林
の
整
備
な
ど
の
多
様
な
地
域
活
動
を
支

援
し
、こ
れ
ら
諸
活
動
の
拡
大
・
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

●
施
策
●
　

　

市
民
参
加
に
よ
る
里
山
づ
く
り
、森
林
整

備
を
図
る
た
め
、地
域
林
業
へ
の
支
援
を
推

進
す
る
。

①
多
様
な
森
林
整
備
に
関
す
る
地
域
活
動
へ

の
支
援

②
小
規
模
林
家
の
木
材
搬
出
支
援
策
「
木
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
検
討

③
シ
イ
タ
ケ
栽
培
へ
の
支
援　
　

な
ど

能
を
維
持
し
つ
つ
、豊
富
な
森
林
資
源
を
生

か
し
林
業
を
産
業
と
し
て
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

基
本
理
念
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
、『
使
え

る
』森
林
づ
く
り
」に
は
、子
や
孫
、未
来
に
生

き
る
次
の
世
代
に
、水
源
の
蓄
え
、災
害
防

止
、環
境
保
全
、木
材
生
産
な
ど
の
多
面
的
機

能
を
発
揮
し
た
森
林
を
継
承
し
、林
業
・
木

材
産
業
の
振
興
へ
の
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

　

行
政
、事
業
者
、地
域
が
一
丸
・
一
体
と

な
っ
て
森
林
資
源
を
活
か
す
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
●

　

行
政
を
含
め
林
業
関
係
者
が
横
断
的
に
協

議
、情
報
交
換
す
る
な
か
で
課
題
解
決
を
図

る
。

①
森
づ
く
り
や
林
業
を
通
じ
た
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
戦
略

②
林
業
関
係
者
の
人
材
育
成
と
新
規
就
労
者

の
雇
用
促
進　
　

な
ど

　

本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、進
行
管
理
を

着
実
に
実
施
し
て
、進
捗
状
況
や
課
題
の
把

握
を
し
な
が
ら
、継
続
的
に
改
善
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
「
庄
原
市
林
業
振
興
計
画
」の
全
文
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

次
世
代
に
つ
な
が
る
、

『
使
え
る
』森

林
も
　
　
　
り

を
つ
く
り
ま
す
「庄原市林業振興計画」を策定

「庄原市林業振興計画」を策定

■アンケート　森林に対して期待する役割（複数回答）

■地域で取り組む「木の駅プロジェクト」のイメージ

基
本
方
針
１

基
本
方
針
３

基
本
方
針
４

基
本
方
針
５

基
本
方
針
２

林業振興課林業振興係
☎0824-73-1124

次
世
代
に
つ
な
が
る
森
林
づ
く
り

森
林
の
資
源
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り

里
山
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り

森
林
の
資
源
を
活
か
す
体
制
・
連
携
づ
く
り

森
林
の
基
盤
づ
く
り

○森林資源の地域での活用
・庄原市産材を活用した公共建築物等の整備
・一般木造住宅の推進
・木質ペレットなどバイオマスとしての活用　など

木の駅プロジェクトは、木材の集荷場所「木の駅」を設け、そこに住民
が間伐材や林地残材を運び込み、地域通貨などを得るシステム

※
齢
級
と
は
、
樹
木
の
年
齢
を
５
年
刻
み
で
区

分
す
る
単
位
。
人
工
林
は
、
苗
木
を
植
栽
し
た

年
を
１
年
生
と
し
、
１
～
５
年
生
を
１
齢
級
、

６
～
10
年
生
を
２
齢
級
と
数
え
る
。

■林業・木材産業の将来イメージ（循環型の森林利用イメージ）

  　広報しょうばら｜２０１３．９ 号｜ 10 11｜２０１３．９月号｜広報しょうばら



　

自
治
振
興
区
が
実
施
す
る
地
域
課
題
の
解

決
や
、地
域
づ
く
り
な
ど
を
支
援
す
る
「
自

治
振
興
区
活
動
促
進
補
助
金
」の
本
年
度
採

択
事
業
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

申
請
さ
れ
た
９
自
治
振
興
区
15
事
業
全
て

が
採
択
と
な
り
、地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

　
自
治
振
興
区
活
動
報
告
会
を
開
催

　　

自
治
振
興
区
活
動
の
報
告
会
が
７
月
27

日
、東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
・
東
城
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、自
治
振
興
区
活
動
促
進
補
助

金
を
活
用
し
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
自
治
振
興
区（
13
自
治
振
興
区
15
事
業
）

が
、そ
の
内
容
を
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
紹
介

し
た
ほ
か
、５
自
治
振
興
区
が
ス
テ
ー
ジ

で
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
大
勢
の
方
が
訪
れ
、自
分
た

ち
の
地
域
活
動
に
生
か
そ
う
と
活
発
に
情

報
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

　

野
原
建
一
審
査
会
長
（
広
島
県
立
大
学

名
誉
教
授
）は
「
大
変
良
い
発
表
だ
っ
た
。

地
域
の
新
し
い
振
興
の
た
め
や
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
課
題
に
取
り
組
む

中
で
、庄
原
市
の
親
切
で
や
さ
し
い
心
を

地
域
の
情
報
と
結
び
つ
け
発
信
す
る
こ
と

が
大
切
。地
域
外
か
ら
の
厳
し
い
言
葉
に

も
ぜ
ひ
耳

を
傾
け
、

地
域
の
発

展
振
興
に

努
力
を
積

み
重
ね
ら

れ
る
こ
と

を
期
待
す

る
」
と
講

評
を
述
べ

ま
し
た
。

　

地
域
に
か
か
わ
っ
て
き
た
人
た

ち
が
少
し
で
も
地
域
の
お
宝
を
多

く
の
人
に
知
ら
せ
、そ
れ
を
良
く

し
た
い
と
い
う
熱
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。同
時
に
こ
の
熱
気
を

長
く
続
け
た
い
気
持
ち
も
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。女
性
と
男
性
の
知

恵
と
力
を
集
め
、こ
れ
か
ら
も
わ

か
り
や
す
い
地
域
活
性
化
に
力
を

尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
が
自
ら
考
え
、自
ら
行
動

を
起
こ
す
地
域
づ
く
り
は
庄
原
市

の
み
な
ら
ず
、日
本
の
こ
れ
か
ら

の
有
り
方
を
示
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。地
域
の
思
い
に
行
政
施
策

が
マ
ッ
チ
し
た
民
官
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、住

民
主
導
で
あ
る
べ
き
で
す
が
、行

政
か
ら
も
地
域
と
共
に
歩
む
ア
イ

デ
ア
も
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
の
審
査
会
で
は
、若
い
代

表
の
方
が
多
く
頼
も
し
く
感
じ
た

反
面
、女
性
の
説
明
者
が
一
人
も

い
な
く
て
残
念
で
し
た
。さ
ま
ざ

ま
な
活
動
は
、地
域
の
実
情
を
反

映
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。特

色
あ
る
活
動
に
補
助
金
を
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
会
で
若
い
方
々
が
説
明
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し
た
。

や
り
た
い
事
を
、や
り
た
い
と
思

う
ご
本
人
が
お
話
し
さ
れ
る
と
、

よ
り
強
い
説
得
力
を
感
じ
ま
す
。

次
回
は
ぜ
ひ
女
性
の
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
も
伺
い
た
い
も
の
で
す
。

期
待
し
て
い
ま
す
！

事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
の
将
来
像
や
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
ま
と
め

た
「
地
域
振
興
計
画
」に
基
づ
き
、地
域
の
皆

さ
ん
が
創
意
工
夫
を
図
り
実
施
す
る
も
の
で

す
。

夢
の
実
現
に
向
け

９
自
治
振
興
区
15
事
業
が
採
択

平
成
25
年
度
　
自
治
振
興
区
活
動
促
進
補
助
金
事
業

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
０
９

■　

審
査
会
を
終
え
て

地
域 自治振興区名 事業名 事業内容 補助金

交付額

西　

城
八鉾自治振興区 「ゆうき市」

餅切機導入事業

年間 600㌔生産している餅の加工作業を簡素化・省力化するため、餅
切機を導入する。年末の需要に対応するとともに、後継者の育成と農
業を中心とした地域の活性化を目指す。

898,000

東　

城

八幡自治振興区

森湯谷エドヒガン
周辺第３期整備事業

森湯谷エドヒガンの観光客受け入れのため、遊歩道・駐車場盛土・進
入路舗装・安全柵設置・排水路整備・ため池底樋・案内板を設置する。 3,000,000

ふれあい公園「東屋」
建築事業 自然公園に東屋を設置し、憩いの場として活用する。 436,000

田森自治振興区 田森ものがたり
推進事業

田森地域のお宝案内看板、多飯が辻山の案内看板を設置し、誘導看板
の整備、お宝の掘り起こし活動資料整備やガイドブック作成準備、散
策コースの選定をする。

1,056,000

久代自治振興区
久代自治振興区
通信ネットワーク
整備事業

通信機能を持つ複合コピー機を自治振興区に導入するとともに、支部
長宅や集落の代表者宅にＦＡＸを設置し、緊急時の連絡手段を確保す
る。

734,000

比　

和
比和自治振興区

比和上組集会所
周辺整備事業

集会所の敷地の舗装と隣接地の無償提供により進入路を拡幅し、地域
行事を充実させる。 904,000

布見地区作業田植の
実施と桜並木
整備事業

布見作業田植えを実施するための備品の整備と、桜植栽による並木を
整備し、地域の活性化を図る。 375,000

古家真屋敷跡地
活性化事業 古家真屋敷跡を整備し、地域の憩いの場、観光スポットにする。 2,707,000

総　

領
総領自治振興区 稲草西出店調理器具

整備事業
イベントなどへの出店経費の削減と各種行事での利益を確保するた
め、調理器具を整備し活動を充実させる。 297,000

●平成 25年度　自治振興区活動促進補助金採択事業一覧表

自治振興区活動促進補助金採択事業

（単位：円）

地
域 自治振興区名 事業名 事業内容 補助金

交付額

庄　

原

東自治振興区

歴史文化カルタ
作成事業

東地区歴史マップを活用した「歴史文化カルタ」を作成する。子ども
たちがカルタ遊びを通じて、東地区の歴史文化を学び、地域住民との
交流を図る。

388,000

ノルディックポール
事業

持続可能な健康づくりとして、ノルディックポールを使用したウォー
キングに取り組む。健康寿命を延ばし、子どもから高齢者までがお互
いに理解と交流を深める。また、歴史マップを使ったコース設定を行
い、郷土の四季を楽しみながら、文化への理解を深める。

180,000

世代間交流事業

夜間に行事ができるよう自治振興センターに野外照明を設置する。ま
た、ステージを軽量な鉄パイプ製にすることで設営労力を軽減し、行
事の内容充実に労力を傾けて、伸び悩む参加者の増加と世代間の交流
を図る。

683,000

山内自治振興区

山内ブランド米
「里山の夢」
インターネット
直販事業

関西で高い評価を受けた食味条件を満たす地元産米のインターネット
販売を促進するため、受注後速やかに発送できるよう、効率的で正確
な計量、検査、精米、包装ができる機器を整備し、農家所得の向上に
つなげる。

3,000,000

行里地域の町づくり
推進事業

集会所のトイレをバリアフリー化し、グラウンドにつながるスロープ
を設置して、高齢者が利用、参加しやすい環境を整える。これにより
地域の中心企画であるサロンへ積極的な参加を可能にし、世代間の一
体感を醸成する。

2,732,000

北自治振興区 門田集会所改修工事

市から委託を受けているデイホーム事業による介護予防の推進や社会
的孤立の解消など共助の醸成を図るため、会場となる集会所を改修す
る。高齢者の参加率を高め、活動しやすく過ごしやすい環境を整備し
活動を充実させる。

337,000

総合計　17,727,000 円

審査会長　野原 建一さん
（広島県立大学名誉教授）

委員　上田 正之さん
（広島県社会福祉協議会　地域福祉課長）

審査会副会長　長谷川 孝子さん
（自営業）

委員　竹内　 瞳さん
（ひろしま市民活動ネットワーク　HEART to HEART　事務局長）ステージで地域の紹介とともに実績を発表

  　広報しょうばら｜２０１３．９ 号｜ 12 13｜２０１３．９月号｜広報しょうばら



　

庄
原
市
は
、本
市
出
身
の
漫
画
家
・
瀬

尾
公
治
さ
ん
が
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
に
連

載
し
て
い
る「
君
の
い
る
町
」の
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
化
を
起
爆
剤
に
、ア
ニ
メ
の
舞
台
と

な
っ
て
い
る
庄
原
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、観

光
誘
客
を
図
る
た
め
、７
月
下
旬
か
ら
広

島
～
庄
原
間
を
走
る
高
速
バ
ス
２
台
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ（
車
体
広
告
）を
行
う
な
ど
、

「
君
の
い
る
町
」コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　　主　催　　　　　ＮＨＫ広島放送局、ＮＨＫ厚生文化事業団、庄原市

　　　と　き　　　　　10月26日㈯　開場／13 時　開演／13 時30 分　終演予定／16 時

　　　ところ　　　　　庄原市民会館　（庄原市西本町二丁目17‐15）

　　　内　容　　　　　《第１部》　「ハートネットＴＶ　公開すこやか長寿」公開録画
　　　　　　　　　　　　【ゲスト】　中島　啓江（オペラ歌手）　【ダンスナビゲーター】　南　流石（振付師）　
　　　　　　　　　　　　【司　会】　塚原　泰介アナウンサー
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　《第２部》　講演会　
　　　　　　　　　　　　【演　題】　「生きる力」　　【講　師】　中島　啓江（オペラ歌手）

　   観覧申し込み　   　入場は無料ですが、入場整理券（１枚で２人入場可）が必要です。
　　　　　　　　　　　郵便往復はがきに必要事項を明記してお申し込みください。

　　　　　　　　　　　【締め切り】　10月３日㈭必着　
　　　　　　　　　　　　※応募多数の場合は抽選のうえ、当選・落選の結果を10月10 日㈭頃に発送します。
　　　　　　　　　　　　※応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡に使用するほか、ＮＨＫでは、　　
　　　　　　　　　　　　　受信料のお願いに使用することがあります。

　　　放送予定　　　　 11 月14 日㈭　20 時～20 時29 分【Ｅテレ・全国放送】
　　　　　　　　　　　11月21 日㈭　13 時５分～13 時34 分【Ｅテレ・全国放送】（再放送）
　　　　　　　　　　　　※放送予定は変更になる場合があります。

　　問い合わせ　　　　庄原市民会館　　　☎０８２４‐７２‐４２４２（８時30分～17 時15 分）
　　　　　　　　　　　ＮＨＫ広島放送局　☎０８２‐５０４‐５２１８（９時30分～18 時※土日祝除く）

　

車
体
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
は
、「
君
の
い
る

町
」の
メ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
枝
葉
柚
希

（
え
ば
ゆ
ず
き
）の
イ
ラ
ス
ト
や
、「
聖
地
巡

礼
・
庄
原
の
旅
」の
文
字
を
入
れ
て
、ア
ニ

メ
の
舞
台
と
な
っ
た
庄
原
市
を
Ｐ
Ｒ
。

　

そ
の
ほ
か
、「
道
の
駅
た
か
の
」な
ど
観

光
拠
点
施
設
で
は
等
身
大
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、聖
地
巡
礼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
、観
光
客
の
回
遊
を
仕

掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、フ
ァ
ン
が
楽
し
め
る
拠
点

を
作
ろ
う
と
、ア
ニ
メ
に
登
場
し
た

「
た
か
の
温
泉
神
之
瀬
の
湯
」に
、声

優
の
サ
イ
ン
色
紙
な
ど
を
展
示
し
た

ほ
か
、田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、瀬

尾
公
治
さ
ん
ゆ
か
り
の
品
々
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

近
年
、漫
画
・
ア
ニ
メ
な
ど
の
熱
心

な
フ
ァ
ン
心
理
か
ら
、自
身
の
好
き

な
著
作
物
な
ど
に
縁
の
あ
る
土
地
を

「
聖
地
」と
呼
び
、実
際
に
訪
れ
る「
聖

地
巡
礼
」が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、

８
月
中
旬
か
ら
関
東
を
中
心
に
全
国

各
地
か
ら
フ
ァ
ン
が
庄
原
市
を
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
、テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が
終
了
す
る
10

月
中
旬
ま
で
実
施
し
ま
す
。

ＮＨＫ広島放送局、庄原市などでは、「ハートネットＴＶ
公開すこやか長寿」の公開録画を行います。
観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

公　開　録　画

中
なかじま

島　啓
けいこ

江 南　流石
みなみ　　さすが

（オペラ歌手） （振付師）

アニメの舞台
「庄原市」を
「君のいる町」テレビアニメ化でコラボ事業

Ⓒ瀬尾公治・講談社／2013「君のいる町」製作委員会

商工観光課観光振興係☎ 0824-73-1179

▲キャラクターがラッピングされた高速バス

◀観光施設４カ所以上で等身大パネルまたはAR のキャラクタ
ーと記念撮影した方には、「君のいる町」の特製クリアファイル
を先着300 人にプレゼント
※AR（拡張現実）とは、スマートフォンなどの画面に仮想的に
作られた画像などの情報を重ねて実物と一緒に表示する技術。

▲聖地巡礼を呼びかける
パンフレットとチラシ

▲たかの温泉神之瀬の湯に設置
された声優のサイン色紙

ＰＲ

「公開すこやか長寿」

  　広報しょうばら｜２０１３．９ 号｜ 14 15｜２０１３．９月号｜広報しょうばら



 

●
申
し
込
み
手
続

　

１　

試
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

①
配
布
場
所

総
務
課
人
事
秘
書
係
、各
支
所
企
画
調
整
室

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.
shobara.hiroshim

a.jp

）に
掲
載
中
の
試
験

案
内
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

③
郵
送
に
よ
る
請
求

　

庄
原
市
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
〒
７
２
７

-

８
５
０
１　

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番

１
号
）宛
て
に
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

○
総
務
課
人
事
秘
書
係
宛
て
の
封
筒
の
表
に

は
「
試
験
資
料
請
求
」と
朱
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

○
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
：
縦
33
・
２
㌢

×
横
24
㌢
）に
宛
先
を
明
記
し
、１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

２　

提
出
書
類　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、添
付
書

類
と
併
せ
て
総
務
課
人
事
秘
書
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。　

　

３　

申
込
締
め
切
り

９
月
17
日
㈫　

※
郵
送
の
場
合
は
９
月
17
日
㈫
消
印
有
効

 

●
試
験
の
方
法

　　

試
験
は
第
１
次
～
第
３
次
試
験
と
し
、第

２
次
試
験
以
降
は
第
１
次
試
験
の
合
格
者
で

行
い
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】

試
験
日

10
月
20
日
㈰　

７
時
45
分
受
付
開
始

試
験
会
場　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
庄
原
市
西
本
町
四
丁
目
５
番
26
号
）

試
験
科
目

教
養
試
験
、事
務
適
性
検
査
、職
場
適
応
性
検

査
、作
文
試
験
、専
門
試
験
（
技
術
職
〈
土
木
〉

の
み
）

　【
第
２
次
試
験
】

　

試
験
日
、会
場
、試
験
内
容
は
、第
１
次
試

験
合
格
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
第
３
次
試
験
】

　

試
験
日
、会
場
、試
験
内
容
は
、第
２
次
試

験
合
格
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

●
採
用
予
定
年
月
日

平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
予
定

 

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
秘
書
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
５

　

詳
し
く
は
、「
平
成
25
年
度
庄
原
市
職
員
採

用
試
験
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

庄原市
職
募

員
集

職　　　種 採用予定人員 応　募　資　格
一般事務職 若干名 ・昭和58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人

技術職（土木） 若干名 ・昭和58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人

保健師 若干名 ・昭和58年４月２日以降に生まれた人で、保健師の資格を有する人、
または平成26年３月31日までにこの資格を取得する見込みの人

保育士 若干名 ・昭和63年４月２日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人、
または平成26年３月31日までにこの資格を取得する見込みの人

身体に障害のあ
る人を対象とし
た一般事務職

１人程度
・介護者なしに一般事務職として職務の遂行が可能な人で、次の項目のいずれにも該当
している人①昭和58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人②受付期限ま
でに身体障害者手帳の交付を受けている人③活字印刷文による出題に対応できる人

●採用職種、採用予定人員および応募資格

※１受験者につき１職種しか受験できません。
※保健師、保育士は資格を有する人、または資格を取得する見込みの人でないと応募できません。
　もしその資格を、上記表に記載する日までに取得ができない場合は、採用資格を失います｡

市民起点

経営感覚 自律と創造

自治振興区などを通じ
た地域活動に積極的に
参画し、市民との協働
に努める職員

組織のミッションを理
解し、それを実現する
ための最善の方法を導
き出せる職員

失敗を恐れずに新たな
課題に果敢に挑戦して
いく職員

市はこのような職員を求めています

　

市
は
、学
習
に
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
経
済

的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
生
徒

や
学
生
に
対
し
、修
学
を
支
援
す
る
「
庄
原

市
奨
学
金（
貸
付
）制
度
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　

本
奨
学
金
は
、本
市
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン

促
進
と
市
内
定
住
促
進
の
た
め
、一
定
期
間

以
上
市
内
に
継
続
し
て
居
住
す
れ
ば
、返
還

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

返
還
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
手
続

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
請
し
た
月
か
ら
返
還
金
は
免
除
さ
れ
ま

す
が
、過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、免
除
期
間
中
に
市

外
へ
転
出
し
た
場
合
は
、返
還
が
再
開
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
該
当
要
件
　

　

平
成
22
年
４
月
以
降
に
、新
た
に
庄
原
市

奨
学
金
の
返
還
義
務
が
生
じ
た
方
で
、継
続

し
て
３
年
以
上
市
内
に
居
住
し
、免
除
さ
れ

る
ま
で
の
期
間
、返
還
金
と
市
税
を
完
納
し

て
い
る
方

●
免
除
期
間
　

　

申
請
日
以
降
、引
き
続
き
市
内
に
居
住
し

て
い
る
期
間

●
提
出
書
類
　

①
庄
原
市
奨
学
金
返
還
免
除
申
請
書
②
住
民

票
の
写
し
③
市
税
完
納
証
明
書

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
２

返
還
金
免
除
制
度
を
受
け
る
に
は

手
続
き 

が
必
要
で
す

教
育
総
務
課
総
務
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
２

庄
原
市
奨
学
金

どのようなことを調査するの？
①  現在住んでいる住居・敷地に関する事項
　・居住室の数、広さ
　・建物の構造、階数、建て方
　・高齢者のための設備の有無
　・敷地面積
　・省エネルギー設備の有無　　　など

②  世帯などに関する事項
　・世帯の構成
　・通勤時間
　・東日本大震災による転居
　・子の住んでいる場所　　　　　など

③  現住居以外の土地の所有に関する事項
　・所有の有無
　・土地の種類　　　　　　　　　など

●前回（平成20年）の調査で得られた庄原市の結果

問い合わせ　情報政策課情報政策係
　　　　　　☎０８２４－７３－１１１３

住宅総数 18,150 戸
空き家 3,220 戸
１か月当たり家賃 35,355 円
持ち家総数 11,630 戸
耐震診断をしたことはない家数 11,230 戸
１住宅当たり居住室数 2.91 室

  　広報しょうばら｜２０１３．９ 号｜ 16 17｜２０１３．９月号｜広報しょうばら



決定

市
内
で
も
７
月
30
日
に
発
生
し
て
い
ま
す
！

　

こ
ん
な
電
話
は
詐
欺
で
す
！

　　
「
医
療
費
、保
険
料
の
過
払
い
金
が
あ
り
ま

す
」「
今
日
が
期
限
に
な
り
ま
す
」「
社
会
保
険

事
務
局
０
１
２
０
‐
×
×
×
‐
×
×
×
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
」「
携
帯
電
話
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

庄
原
警
察
署
は
、振
り
込
み
手
続
き
を
し

よ
う
と
し
て
い
た
高
齢
者
に
積
極
的
に
声
を

掛
け
還
付
金
詐
欺
を
未
然
に
防
い
だ
と
し

て
、口
南
郵
便
局
と
庄
原
農
業
協
同
組
合
本

店
の
職
員
３
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

庄
原
警
察
署
の
上
堀
次
徳
署
長
は「
高
齢

の
家
族
が
い
る
ご
家
庭
で
は
、こ
う
し
た
詐

欺
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
普
段
か
ら
話
し

て
お
く
こ
と
。ま
た
、皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し

た
声
掛
け
で
犯
罪
か
ら
高
齢
者
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
。地
域
で
連
携
し
自
分
た
ち
の
力

で
犯
罪
被
害
を
防
ぐ
と
い
う
意
識
づ
く
り
を

広
げ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
で
還
付
金
が
返
還
さ
れ
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
社
会
保
険
事
務
局
（
社
会
保
険
庁
）は
実

在
し
ま
せ
ん
。現
在
の
公
的
年
金
の
業
務
は
、

日
本
年
金
機
構
が
取
り
扱
っ
て
お
り
、医
療

費
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
一
人
で
判
断
せ
ず
、家
族
や
知
り
合
い
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
（
そ
の
６
）

　

山
際
で
も
、動
物
に
狙
わ
れ
や
す
い
田
畑

と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。そ
の
違

い
さ
え
わ
か
れ
ば
、獣
害
対
策
の
効
果
は
劇

的
に
高
ま
り
ま
す
。

　

今
月
の
豆
知
識

～
そ
の
①　

安
心
す
る
と
実
力
発
揮
～

　

サ
ル
も
シ
カ
も
イ
ノ
シ
シ
も
、安
心
で
き

る
所
で
は
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
て
、柵

の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
隙
間
を
見
つ
け
た
り
、

柵
の
下
を
掘
っ
た
り
、鋼
鉄
製
の
網
を
食
い

破
っ
た
り
と
、い
ろ
い
ろ
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

狙
わ
れ
や
す
い
畑
と
は
、つ
ま
り
、安
心
し
て

近
づ
け
る
田
畑
の
こ
と
。

　

で
は
、ど
ん
な
時
に
動
物
は
安
心
で
き
る

の
か
と
い
う
と
、一
に
も
二
に
も
潜
め
る
物

陰
な
ん
で
す
。

～
そ
の
②　

こ
ん
な
物
陰
が
危
な
い
～

　

ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど
の
林
地
は
日
光
が
遮

ら
れ
る
た
め
草
が
生
え
ず
、意
外
と
遠
く
ま

で
見
通
し
が
利
き
ま
す
。

　

し
か
し
、林
縁
部
の
日
差
し
が
あ
る
と
こ

ろ
だ
け
、ほ
ん
の
１
、２
㍍
の
幅
で
も
帯
状
に

び
っ
し
り
と
笹
が
生
え
て
し
ま
う
と
、そ
の

向
こ
う
が
ま
っ
た
く
見
え
ま
せ
ん
ね
。笹
で

は
な
く
て
ツ
バ
キ
、ヒ
サ
カ
キ
と
い
っ
た
潅

木
（
低
木
）の
衝
立
で
も
同
じ
で
す
。

～
そ
の
③　

来
る
の
で
は
な
く
住
む
～

　

田
畑
を
荒
ら
す
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
山
の

中
か
ら
来
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。あ

な
た
の
畑
の
数
㍍
向
こ
う
側
の
こ
う
し
た
物

陰
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
。と
い
う
こ
と
は
、

そ
ん
な
住す

み
か処

で
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、生
ま

れ
た
と
き
か
ら
刈
り
払
い
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー

の
音
、人
の
話
し
声
や
ラ
ジ
オ
も
平
気
な
は

ず
で
す
よ
ね
。

～
そ
の
④　

物
陰
の
連
結
～

　

そ
ん
な
住

処
と
、
あ
な

た
が
畦
や
畑

の
片
隅
に
植

え
た
グ
ミ
、

ウ
メ
、
カ
キ

な
ど
の
果

樹
、
ア
ジ
サ

イ
や
ボ
ケ
な

ど
の
花
木

が
合
体
し
た

ら
、
あ
な
た

の
畑
は
動
物
の
食
堂
で
す
よ
ね
。大
急
ぎ
で

下
枝
だ
け
で
も
切
除
し
て
安
心
で
き
な
い
畑

に
変
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
手
抜
き
作
業

～
秋
の
草
刈
は
し
な
い
！
～

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、「
９
月
中
旬
以

降
の
草
刈
り
は
す
る
な
！
」で
す
よ
。チ
ガ
ヤ

で
冬
枯
れ
さ
せ
た
ら
“
兵
糧
攻
め
”、余
計
な

草
刈
り
で
ハ
コ
ベ
や
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
を

茂
ら
せ
た
ら
“
餌
付
け
”で
す
よ
ー
。

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

庄
原
警
察
署
☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
９
９
１
１

　

市
は
平
成
17
年
度
か
ら
、県
立
広
島
大

学
の
研
究
者
が
有
す
る
知
的
資
源
を
活
用

し
、研
究
成
果
を
商
品
化
・
事
業
化
に
結

び
付
け
、地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
「
県

立
広
島
大
学
研
究
開
発
助
成
事
業
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
新
規
対
象
課
題
と
し
て
、次

の
２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
採

択
課
題
の
研
究
成
果
を
、研
究
担
当
者
や

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進
機
構
と
連

携
し
、事
業
化
・
商
品
化
へ
結
び
付
け
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新規助成対象
研究課題

▶
表
彰
を
受
け
た
口
南
郵
便
局
長
の
元
永
義
夫
さ
ん（
上
左
）

と
、庄
原
農
業
協
同
組
合
本
店
長
の
高
木
健
草
さ
ん（
下
左
）金

融
課
貯
金
係
長
の
徳
山
美
和
子
さ
ん（
下
中
央
）。右
は
上
堀
庄

原
警
察
署
長

還
付
金
詐
欺
被
害
が
多
発
！

　

還
付
金
詐
欺
被
害
の
未
然
防
止
に
貢
献

　
　
　

～
庄
原
警
察
署
が
金
融
機
関
に
感
謝
状
を
贈
呈
～

　

９
月
21
日
㈯
～
30
日
㈪
は

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

庄原市県立広島大学研究開発助成事業

企画課政策推進係　☎ 0824-73-1112

地
域
活
性
化
に
向
け

新
た
に
２
件
を
採
択

研究課題の内容 研究者氏名

超音波による新規害
がいじゅうきひ

獣忌避装置の開発 生命環境学部環境科学科
三苫 好治 准教授

内容：イノシシ等から農作物などの被害を防止するため、超音波による害獣忌避装置を開発し、
　　　野外実験によって効果を検証するとともに、装置の実用化を目指す。

庄原市の環境を活かした生ハム製造と販売に向けた調査研究 生命環境学部生命科学科
村田和賀代 准教授

内容：どんぐりコロコロ豚のモモ肉を原料とした生ハム製造と販売戦略、飼養頭数増加の調査研
　　　究を行い、低価格部位の高付加価値化と通年で食べられる「地域の食」の開発および幅広
　　　い販売先の開拓を目指す。

世
界
一
の
庭
園
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

市
民
が
庭
造
り　

　

庄
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
で
あ
り
、世
界
一

の
庭
園
デ
ザ
イ
ナ
ー
石
原
和
幸
さ
ん
が
８
月

19
日
～
21
日
の
３
日
間
、国
営
備
北
丘
陵
公

園
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ガ
ー
デ
ン
を
市
民

と
一
緒
に
造
り
ま
し
た
。

　

世
界
で
活
躍
す
る
庭
園
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら

直
接
庭
造
り
を
学
べ
る
絶
好
の
機
会
と
あ
っ

て
、し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
の
メ
ン
バ
ー
な
ど

約
30
人
が
参
加
。石
原
さ
ん
か
ら
「
ユ
ー
モ

ア
の
あ
る
庭
造
り
を
家
で
も
で
き
る
よ
う

に
」と
指
導
を
受
け
な
が
ら
、松
や
大
き
な
石

を
配
置
し
た
約
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
に
、ル
ド
ベ
キ
ア
や
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
な

ど
を
植
え
ま
し
た
。

　

石
原
さ
ん
は
、備
北
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

ガ
ー
デ
ン
に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
「
備
北

緑
風
庭
」と
名
付
け
、「
来
る
た
び
に
進
化
し
、

何
度
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
楽
し
め
る
庭
。

日
本
一
手
の
か
か
ら
な
い
季
節
感
が
あ
る

す
て
き
な
庭
を
目
指
す
！
」と
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
庭
は
、９
月
14
日
～
16
日
に
開
催
す

る
「
庄
原
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」に
合
わ
せ
て
公
開
が
始
ま
り
ま
す
。

　

庄
原
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
関
す
る
こ
と
は
、商
工
観
光
課
観
光
振

興
係
（
☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
９
）

ま
た
は
、備
北
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
２
４
‐
７
２
‐
７
０
０
０
）ま
で
。

商工観光課観光振興係　☎ 0824-73-1179

石原和幸さん
プロデュース
ガーデン

石原さん（左から４人目）と市民が一緒にガーデン造り

備北丘陵公園に
Kazuyuki Ishihara produce garden in Bihoku Hillside Park
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企画課

県
・
市
の
ト
ッ
プ
が
本
市
の
未
来
を
語
り
合
う

未
来
創
造
事
業
や
地
域
医
療
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

保健医療課

庄
原
市
休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
に
車
い
す

庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
寄
贈

商工観光課

50
周
年
を
迎
え
た

比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
の
魅
力
を
発
信

「
山
た
び
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

社会福祉課

不
戦
を
誓
い
、
恒
久
平
和
を
願
う

庄
原
市
戦
没
者
追
悼
式
・
平
和
祈
念
式
典

生涯学習課

本
市
を
担
う
新
成
人
を
祝
う

庄
原
市
成
人
式

Topics   SHISEI  Topics市政トピックス

湯
﨑
英
彦
広
島
県
知
事
と
木
山
耕
三
庄
原

市
長
が
意
見
交
換
を
行
う「
未
来
創
造
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
県
・
市
町
懇

談
会
」が
８
月
18
日
、市
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、４
月
12
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た「
道
の
駅
た
か
の
」や
国
登
録
有
形
文

化
財
の「
三
楽
荘
」を
視
察
。そ
の
後
、三
楽
荘

の
離
れ
大
広
間
を
会
場
に
、「
道
の
駅
た
か

の
」を
核
と
し
た
高
野
地
域
に
お
け
る
特
産

品
開
発
や
着
地
型
観
光
な
ど
の
取
り
組
み

（
＝
未
来
創
造
事
業
）、地
域
医
療
の
確
保
・

充
実
な
ど
に
つ
い
て
、意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

庄
原
市
休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
に
８
月

４
日
、庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

車
い
す
１
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

庄
原
市
休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

本
年
４
月
の
診
療
開
始
以
来
、車
い
す

を
必
要
と
す
る
方
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
っ
た
方
が
必

要
な
と
き
に
安
全
に
す
ば
や
く
運
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
安
心
し
て
受
診
で
き
る
診
療

セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
、安
全
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

市
は
比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
が
今
年
で

指
定
50
周
年
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
、知
名

度
ア
ッ
プ
や
来
訪
者
の
増
加
を
目
的
に
、関

係
市
町
と
連
携
し
て「
山
た
び
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」や
「
山
た
び
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」な

ど
の
記
念
事
業
を
７
月
24
日
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

「
山
た
び
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」は
、国
定
公

園
や
そ
の
周
辺
の
観
光
施
設
11
カ
所
に
ス
タ

ン
プ
を
置
き
、ス
タ
ン
プ
を
３
種
類
以
上
集

め
る
と
、抽
選
で
食
事
券
や
宿
泊
券
、地
元

特
産
品
を
進
呈
し
ま
す
。こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、持
ち
歩
き

■
山
た
び
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

実
施
期
間
／
11
月
20
日
㈬
ま
で

実
施
箇
所
／
休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ
、

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
、す
ず
ら
ん
の
湯
、

休
暇
村
帝
釈
峡
な
ど
県
内
外
11
カ
所

■
山
た
び
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
規
定
／
四
つ
切
・
四
つ
切
ワ
イ
ド
・

Ａ
４
の
単
写
真

応
募
締
め
切
り
／
11
月
10
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
９

用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
Ａ
５
版
）を
作
成
し
、

周
遊
ル
ー
ト
や
ご
当
地
グ
ル
メ
、土
産
、パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
山
た
び
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」は
、国
定

公
園
を
テ
ー
マ
に
四
季
折
々
の
自
然
風
景
や

人
々
の
営
み
な
ど
を
撮
影
し
た
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。入
賞
作
品
は
記
念
切
手
に
し

て
販
売
す
る
予
定
で
す
。

戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、恒
久
平
和

を
祈
念
す
る「
庄
原
市
戦
没
者
追
悼
式
並
び

に
平
和
祈
念
式
典
」を
８
月
21
日
、庄
原
市
民

会
館
で
行
い
ま
し
た
。遺
族
を
は
じ
め
、来

賓
、一
般
の
方
、児
童
な
ど
、約
６
０
０
人
が

参
列
し
、本
市
出
身
の
戦
没
者
２
９
２
５
人

の
冥
福
と
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

式
典
で
木
山
耕
三
市
長
は
「
戦
争
を
体
験

さ
れ
た
方
々
は
、思
い
出
す
こ
と
さ
え
苦
痛

で
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
を
、『
次
の
世
代
に
は

自
分
と
同
じ
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
、戦
争

は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
』と
い

う
使
命
感
を
持
っ
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。今

の
平
和
な
時
代
を
生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち

は
、そ
の
真
摯
な
姿
勢
と
、強
い
意
思
を
き
ち

ん
と
受
け
止
め
、こ
の
体
験
を
引
き
継
が
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。続

い
て
、参
列
者
全
員
で
黙
祷
、献
花
を
行

い
、戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

追
悼
吟
詠
、八
幡
小
学
校
児
童
の
合
唱
、口

和
本
の
会
に
よ
る
朗
読
、庄
原
中
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、改
め
て
平
和

の
大
切
さ
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
庄
原
市
成
人
式
が
８
月
15

日
、庄
原
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　

今
年
の
新
成
人
は
、平
成
５
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ

た
市
内
在
住
者
お
よ
び
庄
原
市
出
身
者
で
、

２
２
１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、木
山
耕
三
市
長
が「
ふ
る
さ
と

と
の
絆
、ふ
る
さ
と
に
抱
く
誇
り
と
愛
着
を
、

自
ら
の
人
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、原
動
力
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」と
新
成
人
を
激
励
し
ま

し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
笹
田
崚
真
さ
ん（
川

北
町
）が「
私
を
は
じ
め
庄
原
に
住
ん
で
い
る

者
が
中
心
と
な
り
、庄
原
が
今
以
上
に
良
く

な
る
た
め
に
、微
力
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

成
人
式
終
了
後
に
は
、実
行
委
員
会
が
主

催
す
る
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、出
席

者
は
懐
か
し
い
友
人
と
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
や

思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

現地視察の様子（道の駅たかの）

意見交換の様子（三楽荘）

庄原ロータリークラブの石原肇会長（左）から
車イスを寄贈され喜ぶ児玉節医師

山たびスタンプラリーのポスター

山たびスタンプラリー持ち歩き用パンフレット

新成人の決意を述べる笹田崚真さん

祝賀パーティーを楽しむ新成人

八幡小学校児童による合唱
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report １ 境内に響き渡るハーモニー
千年杉コンサート＆紙芝居

Report ３ 地域で防災意識を高め合う
元気な地域づくり研修会

Report ４ 疲れを癒やす伝統文化
越原で半夏のちまきづくり体験

市内のイベントやまちの話題をお届けします。

身近でホットな情報をお寄せください。

情報政策課広報広聴係

☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322　　

比婆道後帝釈国定公園指定 50 周年記念イベントの
ひとつ「千年杉コンサート＆紙芝居」が８月 11 日、
西城町の熊野神社境内で開催されました。

プログラム前半は、西城を中心に活動しているＡＧ
Ｃ（アコースティックギタークラブ）の演奏を皮切り
に、川北町在住のギター奏者谷口邦彦さんの演奏、西
城町神楽愛好会の神楽と続きました。合間には、ＡＧ
Ｃと谷口さんによる演奏もあり、来場者は手拍子をし
ながら楽しんでいました。

後半は、西城ブルーハーモニー吹奏楽団が最近の曲
のメドレーや昔からなじみのある曲を演奏。また、お
話会ダンボが神話の「天の岩戸」を紙芝居で上演しま
した。

最後は、来場者が一体となり「ふるさと」を歌い締
めくくりました。

来場者からは「境内に響く吹奏楽の音色が雰囲気に
とてもマッチしていた」「神話を紙芝居にして語るこ
とで、子どもたちでもわかりやすくて良い」と好評で

した。
会場では「神話の里」くまの自治会によるバザーも

出店され、地元農産物やゴギなど西城の味覚も楽しん
でいました。

口和自治振興区環境福祉部と女性部が主催する防災
研修会が８月２日、口和自治振興センターで開催され、
口和町内から約 70 人が参加しました。

災害時の停電を想定し、発電機と投光器を使用した
中で行われた講演会では、清水孝清口和支所長が庄原
市防災マップについて説明し、その後、三次消防署口
和出張所の職員から避難訓練の地域での取り組み方
や、AED の使い方について講習を受けました。会場
では、さまざまな避難グッズも展示されました。

また、女性部が緊急時に備えた炊き出しを行い、作っ
たおむすびと味噌汁を参加者全員で試食しました。

参加者は「いつ災害が起こっても対応できるよう
に、どの家庭でも日ごろから災害に備えておく必要が
ある」と話していました。

比和町越原に伝わる伝統文化「半夏のちまきづくり」
体験が７月２日、ふれあいの里越原で開催され、市内
外から 20 人が参加しました。

半夏のちまきづくりは、日ごろの疲れを癒やすため、
農作業が一段落し、ちまきを包むクマササが大きく成
長した半夏の時期に行われる行事で、越原みこと会が
伝統を引き継いでいます。

参加者は最初、笹の葉を５枚使う独特の包み方に悪
戦苦闘していましたが、越原みこと会のメンバーの指
導を受け、一人 10 本のちまきを完成させました。

完成したちまきは地元食材を使った料理と共に振る
舞われ、参加者は「素朴な味だけど、懐かしい味がす
る。自分で作ったちまきは格別です」と舌鼓を打って
いました。

Report ５ せせらぎに乗せ金管の調べ
第４回鮎の里せせらぎコンサート

鮎の里せせらぎコンサートが８月３日、鮎の里公園
で開催されました。

このコンサートは「癒やしを感じる音の里口和を創
造し元気あるまちづくり」を目指す、クラスターのま
ちづくり「音の里構想」の一環として開催され、今年
で４回を数えます。

市役所ロビーコンサートにも出演した、トランペッ
ト奏者の山本巧美さんほか４人による金管五重奏が、
西城川のせせらぎとともに会場に響き渡り、来場した
約 140 人が至極の音に酔いしれました。

全 13 曲を演奏した山本さんは「野外コンサートは
初めてで、とても感動した。機会があればまた演奏さ

せていただきたい」と話していました。

Report ２ カープゆかりの３市町が合同ＰＲ
庄原市・日南市・由宇町が特産品販売

ラート、ドーナツなどの販売を通じて、満員の観客に
「庄原市」をＰＲしました。

庄原市カープ応援隊の山根英徳事務局長は「出展者
には猛暑にも負けず、鉄板で庄原焼きを焼いていただ
くなど、しっかり我が町自慢ができた。カープを通じ
て庄原市をＰＲすることで、観光や定住にもつなげて
いきたい」と話していました。

広島東洋カープの応援を通じて交流を深めている３
市町（庄原市・宮崎県日南市・岩国市由宇町）が８月
10 日、マツダスタジアムで合同特産品販売を行いま
した。

球場内の「かば広場」に設けられたブースでは、日
南市が宮崎牛の焼肉やコロッケ、由宇町がれんこんの
コロッケなどご当地グルメを用意。庄原市からは５店
舗が出展し、庄原焼き、アップルパイ、カレーパン、ジェ

▲ＡＥＤの使い方を学ぶ参加者

▲団子を包む参加者

▲西城ブルーハーモニーの演奏

▲珍しい五重奏に聴き入る来場者

▲好評だった庄原焼き　

▲木山耕三市長ら３市町の関係者がまちをＰＲ
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パシ
ャッ
！

Report ６ 帝釈峡で自然科学を学ぶ
第 59 回帝釈理科講習会

第 59 回帝釈理科講習会が８月８日、９日の２日間、帝釈自
治振興センターで開催され、市内外から 37 人が参加しました。

初日、参加者は日本シダの会会員の田丸豊生さんから、県内
のシダ植物の分布や種類について講義を受け、実際に神龍湖沿
いを歩いて石灰岩地帯に自生するシダを観察しました。

２日目は、日本は虫両生類学会会員の内藤順一さんから絶滅
危惧種のダルマガエルの生態について講義を受けた後、灰塚ダ
ムのビオトープに移動し、実物を網で捕まえて、特徴である背
中の丸い模様や短い足を観察しました。

この講習会は、生物、地学を中心とした自然科学の研究の場
としてふさわしい国定公園帝釈峡を活用し、理科教育、生涯学
習の推進を目的に、昭和 24 年から毎年開催されています。

Report ８ 迫力のドリル演奏にくぎ付け
広島県警察音楽隊音楽鑑賞会

広島県警察音楽隊 28 人による音楽鑑賞会が７月
12 日、総領町の里山総領体育館で開催され、総領保
育所の園児や総領小学校の児童、一般の来場者合わせ
て約 200 人が来場しました。

第一部では、「あめふり」や ｢海｣ などの日本の情
景夏メドレーやアニメソング、人気アイドルの曲など
を演奏。みんな手拍子をしたり、一緒に歌ったりしな
がら、演奏を楽しみました。

第二部では、カラーガード演技を伴ったドリル演奏
が披露され、一糸乱れぬ隊列を組んでの演奏と迫力あ
るカラーガード演技に、会場は歓声がこだまし拍手が
巻き起こりました。

演技終了後、保育所の園児が警察音楽隊の方に「あ
りがとう」と感謝を述べ、花束を手渡しました。

Report ７ 高速道路の事故防止を訴える
「道の駅たかの」で交通安全キャンペーン

庄原地区交通安全協会、庄原地域交通
安全活動推進隊、庄原警察署、広島県警
高速隊などによる交通安全キャンペーン
が７月 16 日、『道の駅たかの』で行わ
れました。

夏の交通安全運動に合わせたこのキャ
ンペーンは、３月末に開通した松江自動
車道の利用者に向けた初めての取り組み
です。

交通安全協会の会員や高速機動隊員な
どが、道の駅に立ち寄ったドライバーに、
啓発チラシなどが入った袋を手渡し、安
全運転を呼びかけました。

　

早
期
発
見
と
早
期
治
療
を

　

が
ん
な
ど
は
健
康
診
断
な
ど
に
よ
る
早

期
発
見
が
大
事
で
す
が
、残
念
な
が
ら
手

遅
れ
で
手
術
で
き
な
い
状
態
で
受
診
さ
れ

る
人
が
多
い
で
す
。取
り
返
し
が
つ
か
な

く
な
る
前
に
、定
期
的
に
検
診
を
受
け
、早

期
発
見
早
期
治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
手
術
が
必
要
な

　

病
気
が
見
つ
か
っ
た
ら

　

受
診
し
て
手
術
が
必
要
な
病
気
が
見
つ

か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、受
診
し
た
医
療
機

関
で
手
術
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、別

の
医
療
機
関
を
勧
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。特
に
、食
道
が
ん
や
膵
臓
が
ん
、肝

臓
が
ん
な
ど
の
難
易
度
の
高
い
手
術
は
、

一
般
的
に
大
病
院
で
受
け
る
よ
う
勧
め
ら

れ
ま
す
。

　

た
だ
、都
市
部
の
大
病
院
に
行
く
に
は

負
担
が
か
か
り
ま
す
。そ
れ
を
考
慮
し
、当

院
で
も
大
き
な
手
術
が
で
き
る
執
刀
医
を

外
部
か
ら
呼
び
、可
能
な
設
備
も
備
え
、い

つ
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
６
月
１
日
～
９
月
30
日
に
熱
中

症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
件
数
は
、県
内
で

１
１
２
０
件
と
、多
く
の
方
が
熱
中
症
に

な
り
ま
し
た
。熱
中
症
は
７
月
～
８
月
が

ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、残
暑
が

続
く
９
月
も
ま
だ
ま
だ
注
意
が
必
要
で

す
。ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
生
活
に
取
り

入
れ
て
、熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら

○
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
冷
房
の
効
い
た

室
内
に
速
や
か
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

○
衣
服
を
緩
め
、冷
た
い
水
や
冷
や
し
た

タ
オ
ル
な
ど
を
首
や
脇
の
下
、足
の
付
け

根
に
当
て
て
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
分･

塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
で
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。症
状
が
改
善
し
な
い
と
き
や
自
力
で

水
分
が
と
れ
な
い
と
き
な
ど
は
、救
急
車

な
ど
で
緊
急
に
病
院
へ
搬
送
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

外
科
的
疾
患
と
は
？

　

手
術
が
必
要
な
病
気
で
す
。が
ん
、腫

瘍
、急
性
虫
垂
炎
、胆
の
う
炎
、脱
腸
、痔
な

ど
が
あ
り
、腸
閉
塞
、消
化
管
穿
孔
（
穴
が

開
く
）に
よ
る
腹
膜
炎
な
ど
は
、す
ぐ
に
手

術
が
必
要
で
す
。

　
熱
中
症
の
症
状

●
軽
度　

め
ま
い
、た
ち
く
ら
み
、筋
肉

痛
、汗
が
止
ま
ら
な
い

●
中
度　

頭
痛
、吐
き
気
、体
が
だ
る
い

（
倦
怠
感
）、虚
脱
感

●
重
度　

意
識
が
な
い
、け
い
れ
ん
、高
い

体
温
、呼
び
か
け
に
対
し
て
返
事
が
お
か

し
い
、ま
っ
す
ぐ
に
歩
け
な
い
、走
れ
な
い

健

広
場

康h
e

a
lth

y c
o

lu
m

n

庄
原
赤
十
字
病
院　

第
一
外
科
部
長

　

高
た

か　

嶌
し

ま　

寛
ひ

ろ　

年
と

し

外
科
的
疾
患

と 

手
術

ま
だ
安
心
で
き
な
い
！

『
熱
中
症
』に
気
を
つ
け
よ
う
！

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
５
５

▲田丸さんの説明を聞く参加者

　▲ドリル演奏

▲ドライバーに安全運転を呼びかける ▲白バイ乗車にご満悦



お 知 ら せnformation

生
活
相
談

催
　
　
し

　

身
近
な
玄
関
先
か
ら
“
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
”を
め
ざ
す
、

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
が
主
催
す

る
「
２
０
１
３
秋
庄
原
さ
と
や
ま

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」が
、10
月
５

日
・
６
日
・
13
日
・
14
日
・
19
日
・
20

日
・
26
日
・
27
日
の
全
８
日
間
公
開

さ
れ
ま
す
。

　

公
開
庭
園
は
23
庭
で
、そ
れ
ぞ

れ
の
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
庭
主
が

公
開
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
し
ょ
う
ば
ら
花

会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

shobaraflow
er.blogspot.jp/

）

ま
た
は
庄
原
市
観
光
協
会
（
☎

０
８
２
４
‐
７
５
‐
０
１
７
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
領
お
い
で
ん
祭
２
０
１
３

　

２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
総
領

町
最
大
の
お
祭
り
「
総
領
お
い
で

ん
祭
」。地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
披
露
や
特
産
品
な
ど
の
出

店
の
ほ
か
、一
度
に
一
石（
１
５
０

㌔
）の
餅
を
巨
大
な
杵
と
臼
で
つ

き
あ
げ
る
「
世
界
一
の
餅
つ
き
」

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。恒
例
の
ラ

ジ
オ
公
開
録
音
で
は
、ジ
ェ
ロ
さ

ん
と
さ
く
ら
ま
や
さ
ん
の
二
人
が

ゲ
ス
ト
出
演
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
は
、前
夜
祭
と
し
て
総
領

自
治
振
興
区
主
催
の
神
楽
も
行
わ

れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

10
月
６
日
㈰

９
時
50
分
～
15
時
30
分

前
夜
祭（
神
楽
）は
10
月
５
日
㈯
16

時
頃
～

と
こ
ろ　

総
領
支
所
裏
芝
生
広
場

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会（
総
領
支
所
産
業
建
設
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
８
８
‐
３
０
６
５

※
前
夜
祭（
神
楽
）は
総
領
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
２
４
‐

８
８
‐
３
０
６
７
）ま
で
。

第
21
回
比
和
や
ま
び
こ
祭

　

比
和
牛
供
養
田
植
を
は
じ
め
と

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、広
島
牛

の
丸
焼
き
な
ど
の
各
種
バ
ザ
ー
や

特
産
品
が
勢
揃
い
し
ま
す
。「
か
ら

だ
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
」「
ツ
ー

リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
in
比
和
大

会
」も
同
時
開
催
。広
島
百
山
「
福

田
頭
」な
ど
の
山
々
の
風
景
を
見

な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
６
日
㈰

と
こ
ろ　

比
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ　

比
和
や
ま
び
こ
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
比
和
支
所
産
業
建
設
室
）

☎
０
８
２
４
‐
８
５
‐
３
０
０
０

オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
～
県

北
の
声
楽
家
た
ち
に
よ
る
演
奏
会
～

　

三
次
を
舞
台
と
す
る
新
作
オ
ペ

ラ
「
い
の
う
も
の
の
け
」で
の
共

演
を
き
っ
か
け
に
、県
北
の
歌
い

手
が
県
北
の
地
で
共
に
活
動
し
て

い
こ
う
と
結
成
さ
れ
た
「
こ
ご

み
の
会 

ソ
リ
ス
ト
・
オ
ペ
ラ
合
唱

団
」に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

と
き　

９
月
21
日
㈯

18
時
30
分
～
（
開
場
18
時
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料

２
０
０
０
円(

当
日
２
５
０
０
円
）

※
高
校
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

○
第
１
部　

世
界
名
曲
の
旅

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
メ
リ
カ
編
）

「
サ
ン
タ
ル
チ
ア
」「
野
ば
ら
」ほ
か

○
第
２
部

オ
ペ
ラ「
カ
ル
メ
ン
」ハ
イ
ラ
イ
ト

フ
ラ
メ
ン
コ　

岩
田
玲
子(

ゲ
ス

ト)チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

庄
原
市
民
会
館
、食
彩
館
ゆ
め
さ

く
ら
、ジ
ョ
イ
フ
ル
、ザ
・
ビ
ッ
グ

庄
原
店
、サ
ン
グ
リ
ー
ン
、Ｃ
Ｃ
プ

ラ
ザ

特
典
※
市
民
会
館
で
の
購
入
限
定

○
先
着
２
０
０
人
、ま
た
は
一
度

に
３
枚
以
上
ご
購
入
の
方
に
限
り

入
場
料
10
％
割
引　

○
友
の
会
会
員
の
方
は
右
記
割
引

に
加
え
10
％
割
引

※
要
予
約
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
８

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
特
命
大
使
講

演
会

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
駐
箚
特
命
全

権
大
使
・
高
橋
博
史
さ
ん
に
よ
る

「
紛
争
地
に
お
け
る
勤
務
」と
題
し

た
、講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

最
も
危
険
な
中
東
・
南
ア
ジ
ア

で
、日
本
の
国
益
の
た
め
に
日
夜

心
身
を
削
っ
て
挑
ん
で
い
る
外
交

官
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
大
き
な

平
和
を
も
た
ら
す
た
め
、使
命
感

で
働
く
外
交
官
の
“
生
の
声
”。私

た
ち
日
本
人
の
平
和
な
生
活
が
い

か
に
大
切
か
、紛
争
の
な
い
国
が

い
か
に
幸
せ
か
、身
を
持
っ
て
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
５
日
㈯

15
時
30
分
開
演

と
こ
ろ

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

三
次
市
十
日
市
東
３
‐
14
‐
１

問
い
合
わ
せ

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
備
北
協

議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
１
２
３
９

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

肢
体]
９
月
19
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
身
体　

10
月
21
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
西
城
地
域
］

○
身
体
・
知
的　

10
月
12
日
㈯

と
こ
ろ

西
城
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

９
月
19
日
㈭
・
10
月
17
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

９
月
27
日
㈮
・
10
月
25
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

９
月
17
日
㈫
・
10
月
15
日
㈫

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

９
月
11
日
㈬
・
10
月
９
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

９
月
17
日
㈫
・
10
月
１
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

10
月
10
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

10
月
３
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

９
月
26
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
受
け
付
け
は
14
時
45
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

三
次
市
文
化
会
館

相
談
内
容　

民
事
（
不
動
産
、登

記
、金
銭
、交
通
事
故
、損
害
賠
償

な
ど
）、家
事
（
相
続
、遺
産
分
割
、

夫
婦･

親
子
関
係
、遺
言
な
ど
）

問
い
合
わ
せ

広
島
地
方
検
察
庁
三
次
支
部

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
３
１
７

　

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　

小
学
校
で
21
年
間
の
教
師
経
験

を
持
つ
講
師
が
、子
育
て
や
学
校

教
育
に
お
け
る
「
真
の
人
権
教
育

の
大
切
さ
」を
語
り
ま
す
。

　

教
育
現
場
で
得
た
子
ど
も
た
ち

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
動
体
験
を
交

え
な
が
ら
、親
や
地
域
の
大
人
が

今
こ
そ
認
識
す
べ
き「
人
権
意
識
」

に
つ
い
て
、真
剣
に
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

と
き

10
月
２
日
㈬　

18
時
30
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
師　

仲
島　

正
教
さ
ん

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
３

庄
原
さ
と
や
ま　
　
　
　
　

　
　
　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

●
高
野
地
域

と
き　

10
月
８
日
㈫

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き　

10
月
９
日
㈬

９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

法
務
局
休
日
相
談

　

法
務
局
が
本
年
度
新
た
に
開
設

す
る
休
日
相
談
所
で
す
。

と
き　

10
月
６
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

広
島
法
務
局
三
次
支
局

（
三
次
市
三
次
町
１
０
７
４
）

相
談
内
容　

遺
言
、登
記
、筆
界
、戸
籍
、供
託
、

人
権

問
い
合
わ
せ

広
島
法
務
局
三
次
支
局

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
５
０
７
０

法
律
相
談

　

広
島
地
方
検
察
庁
三
次
支
部
が

行
う
無
料
法
律
相
談
で
す
。

と
き　

10
月
８
日
㈫

10
時
～
15
時

ち
ゅ
う
さ
つ
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お 知 ら せnformation

そ  

の  

他

募
　
　
集

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

１
０
０
品
種
１
５
０
万
本
の

「
コ
ス
モ
ス
」

　
　

公
園
の
秋
の
主
役
は
「
コ
ス

モ
ス
」。国
内
最
大
級
の
１
０
０
品

種
の
コ
ス
モ
ス
が
９
月
中
旬
か
ら

10
月
中
旬
に
か
け
て
「
花
の
広

場
」に
咲
き
広
が
り
ま
す
。一
面
に

咲
き
広
が
る
コ
ス
モ
ス
は
背
の
低

い（
矮
性
種
）ド
ワ
ー
フ
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
。人
気
の
「
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
コ
ス
モ
ス
」や
花
弁
の
形
、色
な

ど
変
化
が
楽
し
め
ま
す
。ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

　　

秋
ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
、祭

日
を
中
心
に
手
軽
に
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

毎
年
好
評
の
「
神
楽
公
演
」は
８

日
間
開
催
し
ま
す
。迫
力
の
舞
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ひ
ば
の
里
で
の
「
食
体

験
教
室
」、「
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
」

も
手
作
り
の
良
さ
を
体
感
で
き
ま

す
。そ
の
ほ
か
に
も
、花
の
広
場
で

の
「
花
コ
ン
サ
ー
ト
」、子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
の「
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
」

や
「
カ
ヌ
ー
体
験
」、「
ノ
ル
デ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
」な
ど
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
13
日
に
は
音
楽
と
花
火
の

祭
典「
備
北M

U
S

IC
 F

E
S

T
IV

A
L

」（
有
料
）を
開
催
し
ま
す
。

42
・
１
９
５
ｋ
ｍ
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者　

募
集
中
!!

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を
た

す
き
で
つ
な
い
で
走
る
ユ
ニ
ー

ク
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

と
き　

10
月
27
日
㈰

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場
お
よ
び
そ
の
周
辺

申
込
締
め
切
り

10
月
15
日
㈫
必
着

※
有
料
で
す

申
し
込
み

42
・
１
９
５
ｋ
ｍ
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
協
会
西
日
本
支
部　

０
１
２
０
‐
８
４
６
‐
５
９
８

※
「
秋
ま
つ
り
２
０
１
３
」の

詳
細
は
、
電
話
ま
た
は
公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

秋もイベント目白押し！

「秋まつり 2013」
9月14日（土）～10月20日(日)

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る
各

種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会

全
国
中
学
校　
　
　
　
　
　

体
育
大
会（
柔
道
）

（
８
月
18
日
～
21
日
・
三
重
県
伊
勢

市
）

●
男
子
個
人
90
㎏
超
級

森
川　

星
河（
口
和
中
３
年
）

全
国
教
職
員
剣
道
大
会

（
８
月
12
日
・
和
歌
山
市
）

●
団
体

田
淵　

秀
彦
（
西
城
町
）

②
ベ
ッ
ド
上
や
車
椅
子
に
座
っ
た

際
の
姿
勢
の
整
え
方

定
員

30
人
程
度
（
人
数
制
限
あ
り
）

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
の

場
合
は
、住
所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
５
１
４
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
６
２
‐
０
９
５
４

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品
募
集

　

庄
原
市
文
化
協
会
で
は
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品　

①
短
歌
②
俳
句
③
川
柳
④
現
代
詩

応
募
資
格　

庄
原
市
民
（
市
内
の
文
芸
サ
ー
ク

ル
に
所
属
の
人
を
含
む
）

応
募
方
法　

　

自
作
の
未
発
表
作
品
を
は
が
き

に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。た

だ
し
、現
代
詩
は
原
稿
用
紙
に
書

い
て
封
書
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
可
）

※
応
募
は
一
部
門
の
み
で
重
複
は

で
き
ま
せ
ん
。

応
募
先　

○
短
歌
（
一
人
一
首
）

林　

武
志（
川
手
町
１
３
１
８
‐
３
）

○
俳
句
（
一
人
二
句
）

白
川
牧
子（
三
日
市
町
１
５
９
‐
１
）

○
川
柳
（
一
人
五
句
）

桑
原
知
樹（
川
手
町
５
９
７
‐
２
）

○
現
代
詩
（
一
人
一
篇
）

田
中
虎
市（
高
茂
町
16
）

応
募
期
限

10
月
12
日
㈯
必
着

そ
の
他　

11
月
16
日
㈯
の
大
会
で
部
門
ご
と

に
優
秀
作
品
８
点
を
選
び
表
彰
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会　

林　

武
志　

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
３
２
８
６

エ
ソ
ー
ル
ひ
ろ
し
ま
大
学　
　

基
礎
講
座
受
講
生
募
集

　

一
人
一
人
が
家
庭
、学
校
、職

場
、地
域
な
ど
の
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
お
互
い
に
協
働
し
て

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
で
き

る
人
材
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

応
募
締
め
切
り　

９
月
17
日
㈫

受
講
料　

３
千
円

そ
の
他　

１
歳
～
就
学
前
ま
で
の

幼
児
が
対
象
の
無
料
託
児
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）広
島
県
男
女
共
同
参
画
財

団〒
７
３
０
‐
０
０
４
３　

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11
‐
６　

 

☎
０
８
２
‐
２
４
２
‐
５
２
６
２

ＦＡＸ
０
８
２
‐
２
４
０
‐
５
４
４
１

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

庄
原
市
説
明
会

　

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型
肝

炎
の
救
済
手
続
き
に
つ
い
て
、Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
に
よ
る

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
患
者
の
方
、ご
家
族

が
Ｂ
型
肝
炎
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
、救
済
手
続
き
へ
の
参
加
を
検

討
し
て
い
る
方
な
ど
、弁
護
団
の

弁
護
士
が
直
接
対
応
し
ま
す
。お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
28
日
㈯

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
（
中
四

国
）弁
護
団
事
務
局

☎
０
８
２
‐
２
２
３
‐
６
５
８
９

　

学
習
目
的
に
応
じ
て
３
つ
の
講

座（
基
礎
講
座
・
応
用
講
座
・
専
科
）

か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

　

基
礎
講
座
は
、時
事
テ
ー
マ
を

は
じ
め
と
し
て
男
女
共
同
参
画
社

会
の
基
礎
的
な
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、こ
れ
か
ら
の
生
き
方

や
暮
ら
し
方
を
す
て
き
な
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
、い
ろ
い
ろ
な

発
見
が
で
き
る
講
座
で
す
。

開
講
期
間　

10
月
～
12
月
（
計
６

回
）原
則
月
２
回
土
曜
日
開
講

13
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

エ
ソ
ー
ル
広
島

（
広
島
市
中
区
富
士
見
町
11
‐
６
）

対
象　

県
内
在
住
ま
た
は
通
勤
の
方

定
員　

25
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

は
つ
ら
つ
介
護
教
室 

参
加
者
募
集

　

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

で
は
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
介
護
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

10
月
３
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校　

対
象

介
護
を
し
て
い
る
人
、こ
れ
か
ら

介
護
を
す
る
立
場
に
な
る
人

テ
ー
マ

「
毎
日
の“
困
っ
た″
を
解
決
」

―
秋
・
冬
も
大
事
、高
齢
者
の
脱
水

予
防
―

内
容

①
嚥
下
の
困
難
さ
が
あ
る
方
へ
の

水
分
摂
取
の
工
夫

コスモス

神楽

リレーマラソン

備北丘陵公園だより
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※飼い犬・猫の引き取りは有料です。引き取りを希望する飼い主は、必ず
事前に広島県動物愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡してください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

休日診療のご案内

口和郷土資料館　  ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～17時

これは、昭和30年の初め頃に三洋電機㈱から発売された、ミ
ニュチア（MT）真空管を５本使用した中波放送受信用“５級スー
パーラジオ受信機”です。一般的には略して「５級スーパー」と言わ
れました。
電源は家庭で使う１００Ｖですが、大きくて重い電源トランス
を使わないトランスレス方式で、真空管や主要部品が小さく小型
で軽量です。茶色いプラスチック製のキャビネットの正面下側に
選曲用ダイヤルがあり、右側面には選曲ツマミ、左側面には電源ス
イッチ付の音量調整ツマミと蛍光灯のスイッチが付いています。
移動用の取手と、向きが自由に変えられる回転台、読書などに使え
る“ ６Ｗ蛍光灯” までも内蔵された、当時としては大変ユニークな
デザインです。感度が良いので電波事情の悪い当館でも、ＮＨＫや
ＲＣＣの放送が良く聴こえます。価格は約９千円で、当時の公務員
の初任給１ヵ月分程度でした。
これまでのラジオは、木製の大きなキャビネットに入った高価
なものでしたが、この頃からは10社を超えるラジオメーカーから
プラスチック製の小型ラジオが大量生産されるようになり、価格
も下がっていきます。それまでは大きなラジオ１台を家族で聴い
ていましたが、小型ラジオが普及して以来、個人でも手軽にラジオ
放送が楽しめるようになりました。
ラジオはその後真空管式からトランジスタ式となり、ますます
小型化して性能も向上していきますが、電子技術を応用した最初
の製品である「真空管式ラジオ」は、日本のエレクトロニクス技術
（産業）発展の原点といえます。

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

９月～10月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○癒やしの空間づくりkouza
　「秋の山野草　寄せ植え」
　とき　９月20日（金）
　　　　朝の部　10時30分～12時
　　　　昼の部　13時30分～15時30分
　参加費　2,000円　　定員　各15人
○郷土料理教室
　「中国山地の秋！ナバ料理」
　とき　10月16日（水）　10時～14時
　参加費　1,500円　　定員　30人
　
▶展示・催し物
○「創る喜び、草木とともに」ゆめさくら講座作品展
　とき　９月21日（土）～10月２日（水）
○庄原華道連盟「花展」　
　とき　10月５日（土）・６日（日）
○第32回広島さをり会手織り展「夢・ゆめ」
　とき　10月10日（木）～13日（日）
　　　　10時～17時（最終日13時まで）　　　

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

第９回庄原絵手紙大賞作品展
とき　10月８日(火)～10日(木)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課医療予防係 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。
　本年度から血液製剤の安全性、製造効率、医療機関
の需要の観点から、400ml 献血限定で実施していま
す。
　皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

９月18日（水）庄原赤十字病院 11時30分～15時

9月15日（日）日伝医院 08477-2-2180
16日（月）東城病院 08477-2-2150
22日（日）三上クリニック 08477-2-1151
23日（月）瀬尾医院 08477-2-0023
29日（日）こぶしの里病院 08477-2-5255

10月 6日（日）細川医院 08477-2-0054

☎ 0824-75-4411

　１歳から９歳までの子どもの死亡原因で１番多いのは、病気で
はなく交通事故などの不慮の事故であることをご存知ですか？
　子どもの事故はさまざまで、年齢や発達段階と関連があります。
例えば、誤飲・窒息事故は０歳児に多く、ハイハイやつかまり立
ちが出来るようになると転落などの事故が増え、２歳児以上にな
ると行動範囲も広がり、交通事故や階段などからの転落事故が目
立ってきます。
　事故に遭わないためには前もって住環境を整えることが最も重
要です。そのためには親の気配りと家族全員が事故はいつでも起
こり得るという認識を深めることが必要です。

※これらの事例を紹介した
「こどもの救急」という冊
子を本庁・各支所に置いて
います。ご希望の方はお気
軽に問い合わせください。

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年７月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

母子保健コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

９月・10 月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

ごはん（米）を食べよう
米は昔から日本人の食生活に欠かすことの
できない大切な食べ物です。市内の小中学校
で実施される学校給食では、地元地域で収穫
された庄原産の米を毎日食べています。
今回は、ごはん（米）の魅力について考えて
みたいと思います。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３９，０９３人（前年比－６８８人）　
男　　１８，４９０人（前年比－３２３人）　
女　　２０，６０３人（前年比－３６５人）　
世帯数　１５，９８２世帯（前年比－６６世帯）
[うち外国人]

人口　２７５人（前年比－２５人）

と　き　９月 24 日（火）12 時 15 分～ 55 分
　　　　【23 日が祝日のため】
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　藤

ふ じ わ ら

原　由
ゆ き

紀（エレクトーン）
曲　目　月の砂漠（オアシスの夜バージョン）
　　　　異邦人　ほか

広報日記

8 ページでご紹介した高校生議会。市内の高校
生たちが、真剣に真っ直ぐにまちづくりを考え
ている姿に心を打たれました。自分が高校生の
時にこうした形でまちづくりかかわる機会はな
かったですし、政治に関心もほとんどなかった
ので、すごいなと思うと同時にうらやましくも
感じました。彼らの思いを、私たちがしっかりと
つないでいかなければならないと、気持ちを新
たにしました。

▶藤原由紀…ヤマハ第20 回・21 回エレクトーンフェ
スティバル全日本大会で２位・６位入賞。第20 回同
インターナショナル大会入賞。大学４年時から10 年
間、財団法人ヤマハ音楽振興会広島支部ＪＯＣス
タッフとして16 歳以下の子どもたちに作曲・演奏を
指導。その後、フリーで幅広いアーティストと共演。
呉市出身。

 
引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２ ・ ４水曜日

９月１１日・２５日

１０月　９日・２３日

９：００～　９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

子どもが「不慮の事故」に遭わないために

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。

●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

乳幼児に多い誤飲・窒息事故の予防策

⇒　39㎜以下の大きさのものは、床面から1㍍以上の高さの
　　場所に置く
⇒　飲み物の容器に食品以外のものを入れない
⇒　一口サイズの食品で、ある程度の硬さがあるものは切っ
　　て食べさせる（ミニトマト・ブドウ・みたらし団子・白    
　　玉団子・ゼリーなど）

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　１０月９日（水）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

10 月

自然によくかむ習慣がつく
ごはんの最大の特徴はお米
を粒のまま食べることです。
粒なので十分かまないと消
化されず自然に良くかむ習
慣がつきます。

どんな料理にもよく合う
ごはんのよさはどんな料理
にもよく合うことです。色々
なおかずと組み合
わせることができ、
日本の食卓を豊か
にしています。

太りにくい
ごはんは油や脂肪を使わず、
水をたっぷり吸わせて炊く

ので、量の割にはエ
ネルギーが低く、と
てもヘルシーな食べ
物です。

ゆっくり消化され腹持ちがよい
ごはん（米）は、周りが硬い
細胞壁で囲まれた粒なので、
消化・吸収がとても緩やかで
す。そのため、肥満や糖尿病
の予防に有効です。

小型真空管式ラジオ
蛍光灯

回転台
使用されているＭＴ真空管

大きさ：17㎝(高さ)、27㎝（幅）、16㎝（奥行）、2kg（重さ）

トイレットペーパーの芯を通る
ものは誤飲・窒息の危険 大

38㍉（±1）

  　広報しょうばら｜２０１３．９月号｜ 30 31｜２０１３．９月号｜広報しょうばら



　

『庄原市地産池消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産池消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

庄原の食材を扱うお店を応援します！
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国営備北丘陵公園　

軽食きゅうくん
所　三日市町４－１０
☎　０８２４－７２－７２１１
営　春まつり期間、夏まつり期間、秋まつり期間、
　　ウインターイルミネーション期間
　　（上記の期間以外は公園開園日でも休業）
　　９時３０分～１７時（春まつり、秋まつり期間）
　　９時３０分～１８時（夏まつり期間）
　　１５時～２１時（ウインターイルミネーション期間）
㏋　http:www.bihoku-park.go.jp
　　http:www9.ocn.ne.jp/~gws/

取り扱う市内産食材

▶▶▶　副店長の佐竹範昭さんに聞きました。

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　国営備北丘陵公園には、いろいろと食事ができる施設
がありますが、どのお店も庄原の食材をメインで使用し
ています。県内外から来園される方に庄原の食材をＰＲ
するのはもちろん、庄原市内から来られる方にも庄原の
食材を使用していることを知っていただくために登録し
ました。

お店の推進店としてのこだわりは？
　一番人気のある商品は「高野りんごジュース」の入っ

た「高野りんごソフト」です。シャーベットアイスのよう
な食感で甘さの中に程よい酸味があります。食材そのも
のの味を大切にして、お客さまに提供しております。

皆さんへ一言
　軽食きゅうくんは第５駐車場すぐ近くのエントランス
センター国兼の１階にあります。目の前には国兼池の湖
畔が広がり、丘陵公園の中でも有数の景観が楽しめます。
９月には近くにある、みのりの里で梨の収穫などイベン
トも開催されます。丘陵公園へお越しの際は、ぜひエント
ランスセンター国兼にもお立ち寄りください。 ▲おすすめメニューの旬采そば

米、野菜、肉、果実など

（平成 25 年８月４日撮影）
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